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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 2日 (2006.2.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ３ 】 　 拡 張 可 能 部 材 と 、 こ れ を 囲 む 布 製 の 管 状 体 と か ら な る 人 工 管 腔 で あ っ て ；
前 記 布 が 以 下 の 繊 維 を 重 量 比 で １ ％ 以 上 含 む こ と
を 特 徴 と す る 人 工 管 腔 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 布 が 、 以 下 の 繊 維 を 含 む 請 求
項 ３ ま た は ４ の い ず れ か に 記 載 の 人 工 管 腔 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 小 さ な 血 管 領 域 で は 、 冠 動 脈 や 四 肢 の 末 梢 動 脈 に お け る 狭 窄 に 対 し て 、 血 管 内
に ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 挿 入 し 、 そ れ に 沿 っ て ス テ ン ト を 挿 入 し て 該 窄 部 に 到 達 さ せ 、 該 狭
窄 部 を バ ル ー ン で 拡 張 し 、 そ こ に 留 置 す る 方 法 が あ る 。 パ ル マ ッ ツ (Palmaz)の 米 国 特 許 ４
,７ ３ ３ ,６ ６ ５ 号 は 、 そ の 代 表 的 な 技 術 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 更 に 、 拡 張 可 能 部 材 と 、 こ れ を 囲 む 布 製 の 管 状 体 と か ら な る 人 工 管 腔

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）

狭



で あ っ て ； 前 記 布 が 以 下 の 繊 維 を 重 量 比 で １ ％ 以
上 含 む 人 工 管 腔 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 更 に 、 必 要 に 応 じ て 、 上 記 線 状 部 材 は 、 モ ノ フ ィ ラ メ ン ト 、 マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 、 テ ー
プ 状 等 の 公 知 の 形 状 ／ 構 造 の い ず れ （ な い し は 、 こ れ ら の ２ 以 上 の 構 造 の 組 み 合 わ せ ）
を も 取 る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 線 状 部 材 の 柔 軟 性 、 復 元 力 等 を 選 択 ・ 調 製 す る こ と
が 可 能 と な り 、 柔 ら か い 管 腔 （ 例 え ば 、 血 管 ） 壁 内 面 の 曲 面 に 順 応 し た 曲 面 を 有 す る 拡 張
可 能 部 材 を 作 る こ と が 容 易 と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 す な わ ち 、 こ の よ う な 極 細 繊 維 を 用 い る 本 発 明 の 態 様 に お い て は 、 管 状 体 ３ は 、

以 下 の （ 細 い ） 繊 維 を 重 量 比 で １ ％ 以 上 含 む こ と が 好 ま
し い 。 こ の 以 下 の 繊 維 の 含 有 量 は 、 ２ ％ 以 上 、 更
に は ３ ％ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 起 毛 構 造 が 得 易 い 点 か ら は 、 管 状 体 ３ は 、

以 下 の 極 め て 細 い 繊 維 を １ ％ 以 上 、 更 に は ３ ％ 以 上 、 特 に
５ ％ 以 上 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ＜ 繊 維 重 量 比 の 確 認 方 法 ＞ 上 記 と 同 様 な 方 法 で 、 光 学 顕 微 鏡 下 で 薄 切 り 試 料 を 観 察 す る
。 極 細 繊 維 （ 例 え ば 、 以 下 ） と 、 そ れ 以 外 の 通 常
の 太 さ を 持 つ 繊 維 そ れ ぞ れ の 本 数 を 、 任 意 に 選 択 し た １ ０ ｍ ｍ 2 の 広 さ １ ０ 箇 所 に お い て
測 定 す る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 に お い て 管 状 体 ３ を 構 成 す る 布 は 、 例 え ば 、

以 下 の 細 い 繊 維 を １ ％ 以 上 混 在 さ せ る こ と で 実 現 で き る 。 通 常 の （
極 細 繊 維 で な い ） 繊 維 は な い し

の 太 さ が あ り 、 そ の 繊 維 の 断 面 直 径 は １ ６ か ら
２ ０ で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 以 下 の 細 い 繊 維 を 使
用 す る 態 様 で は 、 繊 維 直 径 で は ５ 以 下 （

以 下 の 細 い 繊 維 で は 、 繊 維 直 径 で は ４ 以 下 ） と な る が 、 わ ず か
重 量 比 で １ ％ で も 繊 維 の 総 本 数 か ら 言 え ば 、 細 い 繊 維 の 数 が 総 本 数 の ３ ％ 以 上 を 占 め 、 更
に は 、 以 下 の 極 細 繊 維 の 重 量 比 で ５ ％ の 含 有 量 は
、 繊 維 本 数 で は 、 該 極 細 繊 維 の 本 数 が 他 の 繊 維 の 本 数 を は る か に 上 回 る 、 す な わ ち 、 管 状
体 ３ は 、 本 数 で ５ ０ ％ 以 上 の 極 細 繊 維 で 構 成 さ れ て い る こ と と な る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 不 織 布 の 中 で も 、 細 い 繊 維 が （ 高 圧 の water jet等 に よ っ て ） 無 秩 序 に 交 絡 さ せ ら れ て
い る も の が 特 に 好 ま し い 。 こ の よ う な 態 様 の 布 は 、 切 断 端 が 特 に ほ つ れ 難 く く な っ て お り
、 布 の 構 造 と し て の 型 く ず れ の 防 止 が 、 よ り 容 易 と な る 。 こ の 様 な 繊 維 の 絡 ま り （ 特 に 、
極 め て 複 雑 な 絡 ま り ） は 、 管 状 体 ３ が 以 下 の 極 め
て 細 い 繊 維 を １ ％ 以 上 含 む こ と に よ っ て 、 よ り 容 易 と な る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 上 記 し た ２ 種 の wall thicknessの 比 （ Ｍ ／ Ｃ ） は 、 １ ． １ ～ ６ 程 度 、 更 に は ２ ～ ５ 程 度
（ 特 に ２ ～ ４ 程 度 ） で あ る こ と が 好 ま し い う
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 上 記 し た 相 反 す る 条 件 を 満 足 さ せ る に は 超 極 細 繊 維 （

以 下 ） を 使 用 す る こ と が 、 最 も 好 ま し い 。 従 来 の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 や ポ リ オ レ フ ィ
ン 繊 維 、 ポ リ ア ミ ド 繊 維 の 太 さ は 約 な い し

で あ る 。 こ の よ う な 従 来 の 太 さ の 繊 維 で は 圧 迫 に よ る 繊
維 の 薄 化 は 限 ら れ 、 圧 迫 解 除 に よ る 布 の 厚 み の 回 復 は 、 た と え 起 毛 状 態 を も う け て も 限 り
が あ り 、 圧 迫 に よ っ て 起 毛 構 造 が 容 易 に つ ぶ さ れ た に し て も 、 そ れ な り の 厚 み が 残 る 。 し
か し な が ら 、 超 極 細 繊 維 で 布 を 作 成 す る と 、 圧 迫 時 に そ の 厚 み を 押 さ え る こ と が で き 、 圧
迫 解 除 で 厚 み が 戻 る 可 能 性 が あ る 。 こ の よ う な 考 え 方 か ら 厚 み の 増 加 に あ ま り 影 響 を 与 え
な い よ う な 超 極 細 繊 維 の 太 さ を 検 討 し た 結 果 、 極 細 繊 維 の 太 さ 、 繊 維 総 数 に よ っ て も 影 響
さ れ る が 、 以 下 、 更 に は

以 下 （ 特 に 以 下 ） の 繊 維 を 、 少 な
く と も １ ％ 以 上 、 更 に は ３ ％ 以 上 （ 特 に ５ ％ 以 上 ） の 重 量 比 で 混 在 さ せ て お く こ と で 、 そ
の 相 反 す る 条 件 を 両 方 と も 満 た す こ と が 容 易 と な る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ９
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０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）
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０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ
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２ ２ ｇ ／ ｋ ｍ （ ２ ． ０ デ ニ ー ル ）

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ） ０ ． ０ ５ ６ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０
． ５ デ ニ ー ル ） ０ ． ０ ４ ４ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ４ デ ニ ー ル ）



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 超 極 細 繊 維 は 繊 維 直 径 が 通 常 の 繊 維 に 比 べ て 極 め て 細 く な る 。 例 え ば 通 常 の ポ リ エ ス テ
ル 繊 維 は 約 な い し

で あ る 。 そ の 繊 維 の 断 面 直 径 は １ ６ な い し ２ ０ で あ る 。 こ れ に
対 し 超 極 細 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 で 、 で は 、 そ の 繊 維
の 断 面 直 径 は 約 ３ で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 発 明 で は 従 来 技 術 で 行 っ て い た よ う に 、 単 に 布 を 薄 く す る の で は な く 、 例 え ば 、 布 を
構 成 す る 繊 維 中 に 以 下 の 極 め て 細 い 繊 維 を 混 在 さ
せ る こ と に よ り 、 布 と し て の 所 定 の 物 性 を 実 現 し 、 細 胞 や 血 栓 の 優 れ た ア ン カ リ ン グ 状 態
を 誘 導 す る よ う に 構 造 を 工 夫 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た さ ら に 、 こ の よ う な 細 い 繊 維 の 絡 ま り は 繊 維 の 太 さ が 細 く な れ ば な る ほ ど 複 雑 に 、
無 秩 序 に 絡 ま せ ら れ る こ と が 可 能 で あ っ た 。 本 発 明 に よ る 繊 維 の 太 さ の 検 討 の 結 果 、

以 下 、 更 に は
以 下 （ 特 に 以 下 ） の 繊 維 を １ ％ 以 上 含 む 管 状 体 ３
を 用 い た 場 合 に は 、 こ の 様 な 複 雑 で 、 か つ 無 秩 序 な 繊 維 の 絡 ま り 状 態 が 容 易 に 得 ら れ 、 Ａ
Ｎ Ｓ Ｉ ／ Ａ Ａ Ｍ Ｉ 基 準 の suture retention testで ０ ． ５ ｋ ｇ 以 上 の 耐 ほ つ れ 強 度 を も 得
る こ と が で き る こ と が 見 い だ さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の よ う に し て 作 成 し た 超 極 細 繊 維 の 交 絡 し た 薄 い 布 の 強 度 を 測 定 し た と こ ろ 、

以 下 、 更 に は 以
下 （ 特 に 以 下 ） の 繊 維 が 、 少 な く と も １ ％ 以 上 の
重 量 比 で 含 ま せ ら れ て い る こ と が 必 要 で あ る こ と が 判 明 し た 。 こ の よ う な 状 態 は 、 特 許 第
９ ０ ６ ３ ４ ７ 号 （ 特 公 平 ４ － ５ ９ ８ ９ ９ ） 米 国 特 許 第 ４ ， ６ ９ ５ ， ２ ８ ０ 及 び ヨ ー ロ ッ パ
特 許 第 １ ２ ８ ， ７ ４ １ 号 に 記 載 さ れ る water jetに よ る 超 極 細 繊 維 の 絡 ま り 方 法 を 活 用 す
る こ と で 容 易 に 得 ら れ る こ と が 、 本 発 明 者 の 検 討 に よ り 判 明 し た 。 更 に は 、 こ の 様 な 作 り
方 を し た 布 で は 、 Ａ Ｎ Ｓ Ｉ ／ Ａ Ａ Ｍ Ｉ 基 準 の burst testで ２ ０ ｋ ｇ 以 上 の 耐 圧 強 度 が 容 易
に 得 ら れ る こ と も 、 本 発 明 者 の 検 討 に よ り 判 明 し た 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
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０ ． １ ３ ３ ｇ ／ ｋ ｍ （ １ ． ２ デ ニ ー ル ） ０ ． ２ ２ ２ ｇ ／ ｋ ｍ （ ２ ． ０ デ
ニ ー ル ） μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

０ ． ０ ２ ２ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ２ デ ニ ー ル ）
μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）

０ ．
０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ） ０ ． ０ ５ ６ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ５ デ ニ ー ル ）

０ ． ０ ４ ４ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ４ デ ニ ー ル ）

０ ． ０
８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ） ０ ． ０ ５ ６ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ５ デ ニ ー ル ）

０ ． ０ ４ ４ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ４ デ ニ ー ル ）



【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ １ １ ０ 】
　 　 【 実 施 例 】
　 （ 各 種 人 工 管 腔 の 作 製 ） 本 発 明 の ス テ ン ト 型 人 工 管 腔 の 構 成 の 一 実 施 例 （ 人 工
血 管 ） を 図 １ に 示 す 。 実 例 と し て 蛇 腹 を 有 す る 布 製 の 管 を

の 通 常 の 太 さ の ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ ５ ０ 重 量 ％ ） と
の 超 極 細 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 （ ５ ０ 重 量 ％ ） を 用 い て 試 作 し た （ 試 作 品

） 。 そ の 内 径 は ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 長 さ は １ ０ ｃ ｍ で あ っ た 。  こ の 内 部 に ４ ０ ｍ ｍ に 拡 張
可 能 な 気 管 形 成 用 の Ｚ 型 ス テ ン ト を ス テ ン ト の 一 例 と し て 挿 入 し 、 そ れ を ２ － ０ ポ リ エ ス
テ ル マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト 糸 で 縫 合 固 定 し た 。 こ の 布 の 透 水 率 は 約 １ ５ ０ ｍ ｌ ・ ｃ ｍ 2 ・ min
- 1 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ３ 】
　 他 方 、 上 記 し た 「 試 作 品 」 に 近 い 透 水 率 を 有 す る 対 照 と し て 、 同 じ 太 さ 、 同 じ 長 さ の 布
製 人 工 血 管 （ 宇 部 興 産 社 製 、 Ｕ Ｂ Ｅ － ｇ ｒ ａ ｆ ｔ ） を 同 様 に 準 備 し 、 そ の 内 側 に 同 様 に Ｚ
型 ス テ ン ト を 挿 入 し 、 固 定 し た 。 こ の 布 の 透 水 率 は 約 １ ２ ０ ｍ ｌ ・ ｃ ｍ 2 ・ min - 1 で あ っ た
（ 対 照 品 Ａ ） 。 こ の 対 照 品 Ａ に お い て は 、 図 ３ の 模 式 断 面 図 に 示 す よ う に 、 通 常 の 繊 維 （
太 さ 、 約 ２ ０ ） の 繊 維 が 平 織 り 状 態 で 観 察 さ れ る 。 横 糸 ９ と 縦 糸 １ ０ と
が 整 然 と 交 わ り 、 緻 密 に 織 り 込 ま れ て い て 、 隙 間 が ほ と ん ど な い 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ４ 】
　 こ れ と は 別 に 、 シ ー ス 内 に 挿 入 し 易 い 布 と し て 試 作 さ れ て い る 布 製 人 工 血 管 （ 宇 部 興 産
社 製 ） を 入 手 し 、 同 じ 太 さ 、 同 じ 長 さ で も う 一 つ の 対 照 品 Ｂ を 作 成 し た 。 こ の 布 の 透 水 率
は 約 ２ ５ ０ ｍ ｌ ・ ｃ ｍ 2 ・ min - 1 で あ っ た （ 対 照 品 Ｂ ） 。 こ の 対 照 品 Ｂ に お い て は 、 図 ４ の
模 式 断 面 図 に 示 す よ う に 、 通 常 の 繊 維 （ 太 さ 、 約 ２ ０ ） の 繊 維 が 平 織 り
状 態 で 観 察 さ れ る 。 横 糸 １ １ と 縦 糸 １ ２ と が 整 然 と 交 わ り 、 緻 密 に 織 り 込 ま れ て い て 、 隙
間 が ほ と ん ど な い が 、 布 全 体 の 厚 み は 薄 く 、 縦 糸 と 横 糸 の 交 点 で は 水 の も れ る 可 能 性 が で
る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 試 作 品 と 対 照 品 Ａ を そ れ ぞ れ 片 末 端 を と じ て 、 他 の 末 端 に 塩 化 ビ ニ ー ル の 管 を 挿 入 し て
く く り 、 こ の よ う に 後 に 犬 か ら 採 取 し た 新 鮮 な 血 液 を ５ ０ ｍ ｌ 内 腔 に 注 入 し た 。 そ の
結 果 、 両 血 管 と も 赤 色 に 染 ま り 、 血 液 が 一 見 漏 れ そ う な 感 じ で あ っ た が 、 １ ２ ０ ｍ ｍ Ｈ ｇ
の 圧 ま で 加 圧 し て も 、 血 液 は 人 工 血 管 壁 か ら 漏 れ な か っ た 。 し た が っ て 、 両 者 の 透 水 率 が
１ ５ ０ ｍ ｌ ・ ｃ ｍ 2 ・ min - 1 と １ ２ ０ ｍ ｌ ・ ｃ ｍ 2 ・ min - 1 で あ る が 、 血 液 に 対 す る 漏 れ は 両
者 と も 防 ぐ こ と が 可 能 で 、 実 質 上 は 透 水 率 の 上 で は 大 差 の な い こ と が 判 明 し た 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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実 施 例 １
０ ． １ ３ ３ ｇ ／ ｋ ｍ （ １ ． ２ デ

ニ ー ル ） デ ニ ー ル ０ ． ０ ２ ２ ｇ ／ ｋ ｍ
（ ０ ． ２ デ ニ ー ル ）

μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

し た



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ３ 】
　 シ ー ス を 通 過 し た 両 者 は 肉 眼 的 に は 変 化 を 見 い だ す こ と は で き な か っ た 。 し か し 両 者 の
布 の 一 部 を 採 取 し 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 （ 倍 率 ： ４ ０ 倍 、 １ ０ ０ 倍 、 ４ ０ ０ 倍 、 １ ０ ０ ０ 倍
、 ３ ０ ０ ０ 倍 ） に て 観 察 す る と 、 試 作 品 の 表 面 は ３ 程 度 の 超 極 細 ポ リ エ
ス テ ル 繊 維 が 起 毛 し て お り 、 そ れ ら の 繊 維 の 乱 れ や 損 傷 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ４ 】
　 一 方 対 照 品 Ａ で は ５ ０ ０ 倍 以 下 の 低 倍 率 で は 変 化 を 認 め な か っ た が 、 １ ０ ０ ０ 倍 以 上 で
観 察 す る と 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 の 太 さ は 約 ２ ０ で あ っ た 。 そ れ ら の 繊 維
を 詳 細 に 観 察 す る と 、 繊 維 の 一 部 が つ ぶ れ て 、 損 傷 を う け て い る 繊 維 が 多 く 見 ら れ た 。 し
か し 繊 維 の 断 裂 は 認 め ら れ な か っ た 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 シ ー ス の 通 過 テ ス ト 後 の 対 照 品 Ｂ の 一 部 を 取 り 出 し 、 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 （ 倍 率 ： １ ０ ０
０ 倍 ） で 観 察 す る と 、 繊 維 は 直 径 役 ２ ０ で あ り 、 繊 維 に 損 傷 は 認 め ら れ
な か っ た が 、 織 り 目 の 乱 れ が 随 所 に 認 め ら れ 、 金 属 が 貫 通 し た と 思 わ れ る 部 分 で は 、 繊 維
の 断 裂 は 見 ら れ な い ま で も 、 大 き な 乱 れ が 織 り 目 に 見 ら れ 、 繊 維 が ば ら け て 孔 が 開 い て い
た 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ４ ０ 】
　 更 に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 拡 張 可 能 部 材 と 、 こ れ を 囲 む 布 製 の 管 状 体 と か ら な る 人 工 管 腔
で あ っ て ； 前 記 布 が 以 下 の 繊 維 を 重 量 比 で １ ％ 以
上 含 む 人 工 管 腔 が 提 供 さ れ る 。
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μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

μ ｍ （ ミ ク ロ ン ）

０ ． ０ ８ ９ ｇ ／ ｋ ｍ （ ０ ． ８ デ ニ ー ル ）
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